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１．研究主題設定に当たって
<本校の生徒の現状>

授業で学んだ内容が，生活や社会，自分にとって意味のある
存在であることに気付くことができる授業を行う必要がある

生活や社会，自分
とどのような関わ

りがあるの？

新しいことを学ん
だり知ったりする
ことに意欲的！
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１．研究主題設定に当たって
＜研究主題＞

思考力，判断力，表現力等を育成し，
主体的，創造的な学習を実現する指導方法とその評価
ー「音楽と自分との関わり」に着目した音楽科の授業の在り方ー

＜研究内容＞

・授業で学んだ内容が，生徒自身のその後の学習や生活とどのよう

に関わり，どのような意味を持つのかを考える授業の開発

・授業のねらいが達成できているかを的確に見取る評価方法の開発 4
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２－（１） 具体的な取組（１年生の実践）

第1学年
歌唱・鑑賞

・日本の民謡に親しみ，よさを味わおう
・教材名「ソーラン節」
（副教材「会津磐梯山」「南部牛追い歌」「山中節」

アニメの歌，日本歌曲，合唱曲）
・新学習指導要領との関連

A表現：ア，イ（イ），ウ（ア）
B鑑賞：ア（イ），イ（イ）

・生徒の思考・判断のよりどころとなる音楽を形づくっている要素
「音色」「リズム」

・授業内容
一時目：様々な歌を歌ったり，それらの背景を学んだりしなが

ら，曲種に応じた発声があることを知り，曲にふさわしい歌い
方を探る。

二時目：民謡保存会の方々から民謡の歌い方を学ぶ。
三時目：日本各地の民謡の特徴から民謡の特徴や背景を学ぶ。
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２－（１） 具体的な取組（１年生の実践）

２－（１） 具体的な取組（２年生の実践）

第2学年
創作・器楽

・情景を表す旋律を創作しよう
・新学習指導要領との関連

A表現（創作）：ア，イ（ア），ウ
（器楽）：ア，イ（イ），ウ（ア）

・生徒の思考・判断のよりどころとなる音楽を形づくっている要素
「音色」「旋律」

・授業内容
一時目：箏の様々な奏法を学び，平家物語「扇の的」から与一の心

情や緊迫した場面を表すのにどの奏法がふさわしいのかを
考え，創作する。

二時目：奏法を試しながら旋律を創作する。
三時目：創作した作品を聴き合い，評価する。
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２－（１） 具体的な取組（２年生の実践）
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２－（２） 具体的な取組（3年生の実践）

第3学年
歌唱

・「心の歌」を歌い継ごう
・教材名「花の街」江間章子/作詞 團伊玖磨/作曲
（副教材）「花」武島羽衣/作詞 滝廉太郎/作曲

・新学習指導要領との関連
A表現：ア，イ（ア），ウ（ア）

・生徒の思考・判断のよりどころとなる音楽を形づくっている要素
「音色」「旋律」

・授業内容
一時目：｢花｣｢花の街｣のそれぞれの特徴をつかみ，歌う。
二時目：曲に込められた思いを汲み取り，ふさわしい歌唱表現を考

え，歌う。

※「心の歌」とは，新学習指導要領で定められている共通教材のことを指しており，
教科書（教育芸術社）では「心の歌」として取り扱われている。
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<学習内容>
・小学校からの既習の共通教材を数曲歌う。

・「花」「花の街」を歌う。

・「花」の軽快なリズムや「花の街」の旋律の流れの美しさを感じて歌う。

・作詞者，作曲者について学ぶ。

・それぞれの曲の特徴をつかみ，歌う。

<評価規準>

・「心の歌」の歌詞の内容や曲想に関心をもち，曲にふさわしい音楽表現を

工夫して歌う学習に主体的に取り組もうとしている。

【音楽への関心・意欲・態度】

《新学習指導要領との関連》

ア 歌唱表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら，曲にふさわ

しい歌唱表現を創意工夫する。

２－（２） 具体的な取組（３年生の実践：一時目）
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２－（２）生徒アンケート （本校３年生１５１人）：一時間目終了後

〇「心の歌」を学校で学ぶ必要はあると思いますか。

１．必要

２．どちらかといえば必要

３．どちらかといえば必要ない

４．必要ない

必要・どちらかといえば必要… ８６．７％

必要ない・どちらかといえば必要ない…１３．３％
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・正直よくわからない

・歌のスキルの習得

・知っていたらカラオケのレパートリーが増える

・知らないと恥ずかしいくらい有名な曲だから

・作曲家があまり有名じゃない人はお金がかかりにくいから

・教科書の編成委員が好きな曲だから

・古い文化をよき文化として今の若者に押し付けるのは

嫌だ。文科省の人はなぜ古い歌を入れるのかな

・日本の伝統的な歌だから

・日本人として知っておくべき歌だから

・感性を豊かにするため

・心をおだやかにするため

なぜ「心の歌」が教科書に掲載され，学ぶのだろう…
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・昔の日本を歌で知る

・後世にも残されていったほうがいい歌だから

・日本ならではの美しい旋律、拍子を楽しむため

・世代を超えて交流できるから

・美しい自然を忘れないようにするため

・七五調を用いているので国語力も身につくから

・昔の日本の風景や状況などを想像してもらうため

・その曲に込められたメッセージを汲み取り、昔を知るため

歴史を学ぶのと同じ感覚

・作者の歌に込めた思いを知るため

・昔の歌の繊細さは日本人の心の在り方の象徴であり、

日本人として音楽の日本の歴史を学べるから

なぜ「心の歌」が教科書に掲載され，学ぶのだろう…
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２－（２） 生徒の記述より
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２－（２） 生徒の記述より
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２－（２） 生徒の記述より
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２－（２） 生徒アンケート（本校3年生15１人）：授業後

〇「心の歌」を学校で学ぶ必要はあると思いますか。

１．必要

２．どちらかといえば必要

３．どちらかといえば必要ない

４．必要ない

必要・どちらかといえば必要… ９２．７％

必要ない・どちらかといえば必要ない… ７．３％
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（一時目の授業後）

必要・どちらかといえば必要… ８６．７％

必要ない・どちらかといえば必要ない…１３．３％

２－（２） 生徒アンケート（本校3年生151人）

一時目終了時 二時目終了後
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生徒の記述より （１．必要を選んだ生徒） 主に学習との関わり

主に生活との関わり
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生徒の記述より（１．必要，２．どちらかといえば必要を選んだ生徒）

20
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生徒の記述より（１．必要，２．どちらかといえば必要を選んだ生徒）
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主に学習に関わる記述は４３％
主に生活に関わる記述は４９％

生徒の記述より （３．どちらかといえば必要ないを選んだ生徒）
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生徒の記述より（３．どちらかといえば必要ないを選んだ生徒）

23

３．成果と課題

○授業で学んだ内容が，生徒自身のその後の学習や生活とど

のように関わり，どのような意味や価値を持つのかを考える授

業実践を行うことができた。

○「学校で共通教材を学ぶ必要がある，どちらかといえば必要

である」と考えている生徒が，授業実践後，増えた。

（実践前86.7%，実践後92.7%）

●歌唱表現の授業としては不十分な面が見られた。

●評価の工夫が不十分であった。

24



2020/2/7
⽯川県
⾦沢⼤学⼈間社会学域学校教育
学類附属中学校
中学校・⾳楽

7

３．成果と課題

●歌唱表現の授業としては不十分な面が見られた。

・歌に対する思いをどのように表現に生かしていくのかについて

研究を行っていく必要がある。
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３．成果と課題

●評価の工夫が不十分であった。

・生徒が本時の目標を達成できているかを評価。
授業者：行動観察，ワークシート分析
参観者：座席表を基に行動観察

・授業者と参観者とのズレや一致を見て，評価の適正を調べ，
評価の研究を進めていく。
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